
議員氏名：大沼 英樹 

議案番号：陳情第８号 

案 件 名：子どもたちの今、将来、町の未来を守るために現行新庁舎建設事業の見直しを求める

陳情 

討論内容： 

私はこの陳情第８号「子どもたちの今、将来、町の未来を守るために現行新庁舎建設事業の見直

しを求める陳情」について、賛成の立場で討論をいたします。 

財政が安全運転で進むことは自治体運営の根幹であり、陳情者が抱かれる懸念は至極当然のもの

だと思います。 

二宮町の現状を鑑みると、令和２年頃、コロナウイルス感染予防のために予算化され、おおむね

洋式化されるはずだった学校トイレの洋式化率はいまだ５０％前後にとどまり、故障した中学校の

トイレが２年間放置されていた例をはじめとして、公園、公有地の除草管理の不備、傷みが放置さ

れた道路やバスロータリーなど、基盤整備や維持管理の行き届かない状況が散見されております。

これらはまさに、本町の財政状況が逼迫している状態にあることを物語っています。 

こうした不安を払拭するためにも、自主財源の積極的な強化や、新庁舎整備計画における予算縮

減に向けた再検討と変更が不可欠です。 

二宮町役場庁舎は、度々引き合いに出されるＩｓ値０.１８という異例に貧弱な宇土市役所とは全

く別物で、簡単に潰れてしまうような強度ではありません。もし誰かが不安をあおるというなら、

このことに目を向けるべきです。 

災害対策は、改修済みの消防庁舎によって一定の機能が確保されている中で、新庁舎建設を前の

めりに進める姿勢や、現地における埋蔵文化財調査の在り方についても、町民への周知や子どもた

ちの学習機会の確保という観点から見ても大きな問題があります。 

過去、二宮高校が建設される際には、小中学生による遺跡発掘調査の学習体験がされています。 

さらに、物価高騰が社会問題となり、町民生活を圧迫する中で発表された財政見通しの財政保全

策では、施設利用料や手数料の見直しは暗に値上げ、町民負担増を示すもので、高額な新庁舎建設

後には直接町民負担が高まることが分かります。 

このような行財政運営の中では、陳情者が求めるローカルナレッジの充実や激甚化する豪雨災害

を抑制する対応は困難です。 

間違って進んだ町政の方針を正し、町民の暮らしを守ることこそが議会、議員の果たすべき責務

であることを申し上げ、本陳情に賛成をさせていただきます。以上です。 


